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品質管理実施状況説明書Ｂ(記載項目、様式)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１．作成者名（品質管理責任者名）と住所                                　　　（様式01）
２．認証を希望する製品の名称　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　（様式01）

３．該当するJIS規格の名称と番号                                      　　　（様式01）

４．認証を希望する区分(該当する場合：JIS規格の中の種類又は等級)
      　　　（様式01）

５．製造(加工)工場名と住所及び連絡担当者の氏名と役職等                　　　（様式01）

６．製造工場周辺の地図（工場へ向かう場合の主要駅(空港)からの地図）

及び工場内の配置図　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　 　（様式02）
７．製造工場（含む企業全体）の組織図（管理体制図）及び品質管理責任者や

品質管理委員会などの記述 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　 （様式03）
８．責任と権限の記述（品質管理責任者を含む）　 


　　　 　　 （様式04）
９．品質管理体制への記述

B)品質システムの概要                                                   　　(様式18)

　1)製造工程の概略を示すフロー図　



　　　　　　（様式05）
　2)製造又は加工に使用する主要な資材の管理の概要　

　　　　　　（様式06）

3)工程中における品質管理状況の概要  



　　　　　　（様式07）

　4)主要製造設備又は加工設備の概要　 



　　　　　　（様式08）
　5)主要検査(試験)設備の管理の概要　  



　　　　　　（様式09）
　6)外注管理の概要  





　　　　　　（様式10）
10)生産実績及び統計的手法の活用手順と該当製品に係るデータ    
　　　　　　（様式14）
　11)JIS規格の最新版取得方法　




　　　　　　（様式15）
１０．品質管理責任者に関する記述　 



　　　　　　（様式16）
　1)品質管理責任者の氏名と役職（部署名）

　2)企業における実務経験（製造業務の経験）

　3)最終学歴（卒業した学校名と学部名）

　4)取得した品質管理に関連する科目又は講習会の名称

　　（必要な場合、成績書のコピー又は講習会修了書のコピー）

[備 考] 

１．用紙は全て日本産業規格のA列4判(以下「A4」という。)とします。

２．A4以外で作成した場合は、申込の段階で用紙を規定サイズに縮小、拡大して下さい。

３．「９．品質管理体制への記述」においては、「品質管理実施状況説明書Ａ」に対して(B)の追加をすると共に(7)～(9)は空き番になっています。

４．複数の製造工場がある場合は、工場毎に作成していただきます。

５．お客様の個人情報は、試験・審査・認証等の業務に係る連絡、調整並びに車両検が実施しております他の業務のご案内や各種情報の提供に限り使用させていただきます。
様式０１

品質管理実施状況説明書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記入日：　　　年　　月　　日

1． 作成者（品質管理責任者）　　

[氏 名]  　　　　　　　　　　　　　    　　　

[電話番号] 　　 　 　　 　　　  [E-mail]　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

[社 名]　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                    　 　　
　　[住 所]  〒　　   　－　　               　

　　　　　　   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                 　　　　

２．認証希望の製品の名称

　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　

３．該当JIS規格の名称・番号

　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　

４．認証希望の区分（該当する場合：JIS規格の中の種類や等級）
　①[認証区分の表記] 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　           　　　　　
　②[認証範囲の確認]

	種類や等級毎の認証範囲

	種類又は等級
	製品の型名
	工場が生産できる能力範囲

	1)
	
	

	2)
	
	


５．製造や加工する工場又は事業場（沿革を添付）
[工場又は事業場名]  　　　　　　       　　　　      　　　　      　　　　　　

[住 所]　　　　　　 　　　　　　      　　　　　       　　　　      　　　　　

[連絡担当者名]　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　                   　　　

[役職又は部署名]　  　　　　　　　　　　　　　　             　      　　　　　

[電話番号]          　　 　 　　                                         　　　
[E-mail]　          　　　　　　　　　　　　　　             　　      　　　　

[備 考]

１．品質管理実施状況説明書は、申込書の付属資料として申込者が作成してください。
２．書式はWord文書の形式に合わせて下さい。

３．この説明書は、申込希望の工場毎に作成してください。

４．認証範囲については、該当するJIS規格の種類や等級における、貴社の生産設備からの生産能力を、寸法・構造・生産方法等で具体的に記載して下さい。

５. 備考等、書式の不要な部分は作成時に削除してください。

様式０２

品質管理実施状況説明書

６．製造工場周辺の地図（主要駅（空港）からの地図及び工場内の配置図）
	


[備 考]

１．最寄り駅から工場までの道順案内図には、目標となる建物等や駅からの所要時間、距離等を記入してください。

２．工場内の配置図は、事務所、倉庫、製造現場（主な設備の配置も含む）、試験室等を図示してください。

３．備考等、書式の不要な部分は作成時に削除してください。

様式０３

品質管理実施状況説明書

７．製造工場の組織図（管理体制図）及び品質管理責任者や品質管理委員会

	


[備 考]

１．組織図は、工場長から担当係まで具体的に図示して各部署の人員も記入してください。

２．品質管理責任者や品質に関する委員会の位置付けを記入してください。

３．本社と工場が分かれている場合には、本社と工場の関係を図示してください。

４．備考等、書式の不要な部分は作成時に削除してください。

様式０４ 

品質管理実施状況説明書

８．責任と権限の記述（品質管理責任者を含む）
　　　　
	管理者・担当者名
	役職名・部署名
	主な責任・権限

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	＊（VIA記載欄）




[備 考]

１．品質管理責任者を含む各部署(長)の責任と権限の主要な範囲を箇条書きしてください。

２．用紙は、A４の縦又は横を使用してください。表中の「＊（VIA記載欄）」欄は削除しないでください。

３．品質管理責任者については、省令第2条「品質管理体制の審査の基準」五－ロの部分を参照してください。

４．備考等、書式の不要な部分は作成時に削除してください。

様式１８

品質管理実施状況説明書

９．品質管理体制の記述

９-Ｂ-1 品質システムの概要
　

	(1)
	登録認証組織名
	

	
	登録認証の範囲
	

	
	登録認証機関の名称
	

	
	初回の認証登録日
	　　　　　年　　　　月　　　　日

	
	直近の定期審査実施日
	　　　　　年　　　　月　　　　日

	(2)
	品質マニュアルの管理番号
	

	
	最新改訂日又は版数
	

	(3) 
	登録証のコピー
	登録番号(　　　　　　　　　　               )

	(4) ISO 9001の登録を行っている場合、審査報告書のコピーの添付

	
	直近の審査報告書
	　     □はい　　            　□いいえ

	
	前２回の審査報告書
	　□はい　　              □いいえ


[備 考]

１．同時に申し込みする工場や事業場がある場合で、品質システムの登録認証が別々の時は、この様式を含めて品質管理状況説明書を登録認証毎に作成します。

２．認証登録の有無については、「(1)」の欄に登録の状況を記載してください。もし、品質システムが登録されていない場合には「未登録」と記載してください。

３．品質システムにおける、品質マニュアルの状況を「(2)」の欄に記載してください。

４．品質システムの登録の有無に係らず最新の品質マニュアルを添付してください。又、登録されている場合には、登録証のコピーを添付してください。

５．「(4)」の欄は、品質システムが登録されている場合において、審査報告書のコピーを必要な回数分添付してください。

７．備考等、書式の不要な部分は作成時に削除してください。

９-Ｂ-2 認証を受けようとする製品に係る品質システムの概要
	JIS Q 9001による要求事項
	左欄の要求事項に対する規定の概要
	＊

(VIA記載欄)

	
	
	

	
	
	


[備 考]

1．＊印の欄は、記入しないこと。

2．「JIS Q 9001による要求事項」の欄は、JIS Q　9001の「5.1.2、5.3 d)　顧客重視」、「8.2.1　顧客とのコミュニケーション」、「8.3　製品及びサービスの設計・開発」、「9.1.2、9.1.3 b)　顧客満足」を除く箇条4～箇条10の細項目までの全項目順に記入すること。

3．「左欄の要求事項に対する規定の概要」の欄は、JIS Q　9001による要求事項について規定している品質マニュアル、品質計画書、社内規格（手順書をいう。以下、同じ。）の名称及び規定内容の概要を、以下の記入要領を参考にして簡潔に記入すること。

【4.　組織の状況】

4.1　認証を受けようとする製品を製造する上で、考慮しておかなければならない外部に起因する課題（環境配慮、納期、競合等）、組織が克服すべき課題などを記載する。
4.2　認証を受けようとする製品を製造する上で、顧客からの要求、法令上の守らなければならないことなど、密接に関連する利害関係者の期待や諜題を記載する。

4.3　認証を受けようとする製品を提供する上で、管理すべき範囲を明確にする。ここでは、該当する製品、製造工程、設備、所在地などを明記する。

4.4　認証を受けようとする製品を製造する申請製造工場における製品の品質システムの概要を記入するとともに、品質マニュアルを含む社内規格一覧表（申請者全般の社内規格の体系についても記載すること。）を記入すること。
【5.　リーダーシップ】

5.1　トップマネジメントが表明した品質方針・品質目標について記載する。顧客要求、法令規制事項についても記載し、これに反する場合には、システムとして排除する方針を明記する。
5.2　品質方針及び品質目標を記載するとともに、JIS適合品を継続的かつ安定的に提供するための取組みを記載する。また、関係者がこの品質方針について周知できるような仕組みについても記載する。

5.3　認証を受けようとする製品を製造する工場又は事業場の品質管理を実施する上で、関わる業務の担当部署、人員及び対象業務を記入するとともに、それぞれの権限と責任を明記する。申請製造工場の管理責任者の職名、選任基準、職務内容も具体的に記入すること。
【6.　計画】
6. JIS適合品を出荷する上で行わなければならない品質目標を記載する。また、そのために必要な管理項目（原材料、製造工程、検査工程、関係する設備など）に対し、想定される問題、不具合等のリスクを排除するための計画を記載する。さらに、品質システムの見直し方法、見直し時期及び見直し結果の記録変更の機会を明らかにする。

【7.　支援】
7.　認証を受けようとする製品を製造する上で、必要な資源について記載する。

7.1.5　認証を受けようとする製品の原材料、部品等の購入検査及び試験、工程内検査及び試験並びに最終検査及び試験に使用する主な検査、測定及び試験設備について「品質管理実施状況説明書B 作成要領」の1．の「（5）主要試験・検査設備」によって記入するとともに装置の取扱い及び保管の方法について具体的に記入する。
設備管理の処置方法には、検査、測定及び試験装置が校正基準から外れた場合の処置方法について記入する。当該主要試験・検査設備が外注工場にある場合は、該当するJISで定められている場合は eq \o\ac(○,外)として、設備の名称の前に記入する。さらに、測定及び試験を外部に依頼している場合には、配置場所の欄に括弧書きで依頼先の名称を記入し、外注管理状況を設備管理の欄に記入する。

7.2　製品の品質に影響する業務に必要な力量を決め記載する。認証を受けようとする製品を製造する工場又は事業場の教育・訓練に関する計画の立案、決定等の手順を記入するとともに、その実施内容を具体的に記入する。
7.5　文書化する必要のある情報（社内規格、作業標準、指示書、作業記録、図面など）を一覧で記載する。

認証を受けようとする製品に係る主な品質記録ごとの識別、収集、見出し付け（検索）、保管、保護、廃棄方法、保管期限及び保管責任部署を具体的に記入する（下請負業者の品質記録を含む。）「4.4　品質マネジメントシステム及びそのプロセス」における社内規格一覧表と関連づけて社内規格を発行する部署、審査・承認する部署、文書の変更の手順及び文書管理方法について具体的に記入すること。

【8.　運用】
8.4　認証を受けようとする製品の製造に必要な原材料、部品等の購買品の下請負契約者の選定基準、製造業者の管理の方式及び範囲の概要について記入する。「品質管理実施状況説明書B 作成要領」の1．の「（2）購買情報」によって説明すること。
原材料の品質については、社内規格に規定している主な原材料、部品等の品質項目及びその規定値等を記入する。なお、JISに規定がある原材料は必ず記載する。

受入検査方法については、社内規格に規定している試験・検査方法のうち品質項目に対応する検査方法を記入し、品質項目ごとに全数検査又は抜取検査の別を記入する。製品の製造工程の一部について加工品質、加工条件等の仕様を示して他の業者に加工を依頼している場合及び製品の品質の試験・検査を他に依頼している場合に、その状況について記入する。
外注率は、認証に係る工場又は事業場及び外注先における当該工程の加工の合計に対する外注先における当該工程の加工の割合を記入する。
8.5.1　製品の品質に直接影響する工程名及びその工程の管理について、「品質管理実施状況説明書B 作成要領」の1．の（3）の「1）工程の概要図」及び「2）工程における品質管理状況」によって具体的に記入する。管理項目については、温度、圧力、主軸の振れなど、品質に影響を与える要因のうち、管理の対象としている項目及びその規定値等を記入する。なお、JISに規定がある工程は、必ず記載する。
品質特性については、その品質特性の項目及びその規定値等を記入する。
管理方法については、社内規格で規定している管理方法のうち管理項目に対応する管理方法を記入し、管理項目ごとに管理の頻度・時期、サンプルの大きさ、管理図の種類等を記入する。
試験・検査方法については、社内規格に規定している試験・検査方法のうち品質特性に対応する試験・検査方法を記入し、品質特性ごとに全数検査又は抜取検査の別を記入する。

製造工程の一部について他の業者に依頼している場合には．工程名の下に括弧書きで依頼先の名称を記入する。

製造に使用する主要な製造設備の名称、台数、公称能力（容量、精度等）及びそれら設備の管理について「品質管理実施状況説明書B 作成要領」の1．の（4）の「主要製造設備」によって、具体的に記入する。なお JIS に規定がある製造設備は必ず記入する。

8.5.2　 製品の識別方法及びトレーサピリティの手順を具体的に記入する。製品の検査・試験後の不適合品及び適合品の表示の例及びそれらの管理方法について具体的に記入する。
8.5.3　 認証を受けようとする製品に組み込むため、顧客から支給された物品（原材料、部品等）の検査方法及び保管方法について具体的に記入すること。
8.6　 認証を受けようとする製品の原材料、部品等のうち、「8.4.3　外部提供者に対する情報」における原材料、部品等の購入検査及び試験について、「品質管理実施状況説明書B 作成要領」の1．の（2）を説明する様式3－2－02に具体的に記入するとともに、認証を受けようとする製品の製造工程における各工程ごとの工程内の検査及び試験については、「品質管理実施状況説明書B 作成要領」の1．の（5）を説明する様式08に具体的に記入すること。

8.7 不合格品の措置について具体的に記入するとともに、原因について調査し、その結果の記録方法、未解決のものの処置方法についても記載する。
【9.　パフォーマンス評価】

9.　監視、測定、分析及び評価に係る対象、方法及びそれらの時期を記載するとともに、それらの記録を記載する。

9.2　認証を受けようとする製品に係る内部品質監査手順、監査結果の処置方法、監査結果のフォロアップ及び監査頻度について記入するとともに、実施記録を記載する。記録する項目には、是正処置の実施状況及びトップマネジメントの承認記録を含める。
9.3　申請製造工場の経営者による品質システムの見直し方法、見直し時期及び見直し結果の記録の管理方法について具体的に記入すること。

【10.　改善】

10.　認証を受けようとする製品を製造する工場又は事業場の社内標準化及び品質管理の推進に関する計画の立案、実行、結果の確認、評価、改善のための処置の手順を記入するとともに、その実施内容を具体的に記入する。
10.2　認証を受けようとする製品の不適合品の是正処置（苦情処理を含む。）及び予防処置のシステム並びに手順を具体的に記入する。
様式０５ 

品質管理実施状況説明書

９．品質管理体制の記述
９－１　製造工程の概略を示すフロー図（外注の有無：□有　□無）

	


[備 考]

１．資材の入荷から製品の出荷に至るまでの各工程をJIS Z 8206の記号を用いて図示し、工程名や管理個所を記入してください。

２．「9-3」で示す品質管理状況の概要と関連付けて作成してください（工程毎に同一番号）。

３．外注に依頼している部分も記載してください。その依頼部分に識別の記号を記載して下さい。

４．備考等、書式の不要な部分は作成時に削除してください。

様式０６ 

品質管理実施状況説明書
９．品質管理体制の記述

　９－２　製造又は加工に使用される主要な資材の管理の概要
　
	資材名
(大項目)
	資材名
（製造業者名）
	資材の品質
	受入検査方法
	保管方法
	＊

(VIA記載欄)

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


[備 考]

１．書式はWord文書の形式に合わせて下さい。記載欄はそれぞれ必要な数まで作成して下さい。

２．用紙はA４の縦又は横を用いてください。＊欄は削除しないでください。

３．「資材名」の欄は、原材料、部品及び副資材について使用しているもののうち、該当JIS規格に規定されたものや製品の品質に影響を与えるものについて記載してください。又、資材名の下に括弧書きで当該資材の製造業社名（或いは銘柄）を記載してください。

４．「資材の品質」の欄は、資材ごとに社内規格で規定している品質項目及び規定値を記載してください。ただし、同一資材で種類が多い場合は代表のみを記載する。

５．「受入検査方法」の欄は、資材ごとに社内規格で規定している方法（抜取検査の場合には、ロットの大きさ（N）、サンプルの大きさ(n)、ロットの判断基準、不合格ロットの処置等）を記載してください。

６．「保管方法」の欄は、資材ごとに社内規格で規定している方法を記載してください。

７．備考等、書式の不要な部分は作成時に削除してください。

様式０７ 

品質管理実施状況説明書
９．品質管理体制の記述

　９－３　工程中における品質管理状況の概要

　
	工程名
	管理項目及び

品質特性
	管理方法及び

検査方法
	不良品や

不合格ロット

の処置
	＊

(VIA記載欄)

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	


[備 考]

１．書式はWord文書の形式に合わせて下さい。記載欄はそれぞれ必要な数まで作成して下さい。

２．用紙はA４の縦又は横を用いてください。＊欄は削除しないでください。

３．「工程名」の欄は、原則として社内規格で規定している工程のうち、製品の品質に影響を与えるもので、最終の検査工程までについて記載してください。

４．工程の一部を関連会社や外注会社が行っている場合には、識別記号を入れてください。

５．「管理項目及び品質特性」の欄は、社内規格で規定している管理項目や品質特性及びその規定値等を記載してください。管理項目については、温度、圧力、主軸の振れ等品質に影響を与える要因のうち管理の対象としている項目及びその規定値を記載してください。又、品質特性については、硬さ、引張り強さ等について、その品質特性の項目及びその規定値を記載してください。

６．「管理方法及び検査方法」の欄は、社内規格で規定している管理方法及び検査方法のうち、管理項目に対応する管理方法及び品質特性に対応する検査方法を記載してください。管理方法については、管理項目ごとに管理の頻度・時期、サンプルの大きさ、管理図の種類などを記載してください。検査方法については、品質特性ごとに全数検査又は抜取検査の別（抜取検査の場合はロットの大きさ（N）、サンプルの大きさ(n)、ロットの判断基準、不合格ロットの処置等）を記載してください。

７．備考等、書式の不要な部分は作成時に削除してください。

様式０８

品質管理実施状況説明書

９．品質管理体制の記述

　９－４　主要製造設備又は加工設備の概要

　
	主要製造設備

の名称

（型式・銘柄）
	台数
	公称能力

（容量・精度）
	設　備　管　理
	＊

(VIA記載欄）

	
	
	
	点検又は検査の

個所・項目
	点検又は検査の周期
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


[備 考]

１．書式はWord文書の形式に合わせて下さい。記載欄はそれぞれ必要な数まで作成して下さい。

２．用紙はA４の縦又は横を用いてください。＊欄は削除しないでください。

３．「主要製造設備の名称」の欄は、使用している設備のうち、製品の品質に影響を与える設備について記載してください。なお、主要製造設備が関連工場や外注企業にある場合には、それぞれの識別記号を記載してください。

４．「設備管理」の欄は、主要製造設備ごとに社内規格で規定している主要な点検又は検査の個所・項目及び周期を記載してください。なお、点検又は検査を外部に依頼している場合には、点検又は検査の個所・項目の下に括弧書きで依頼先の名称を記載してください。

５．備考等、書式の不要な部分は作成時に削除してください。

様式０９

品質管理実施状況説明書

９．品質管理体制の記述

　９－５　主要検査（試験）設備の管理の概要
　
	主要検査(試験)

設備の名称

（型式・銘柄）
	台数
	公称能力

（容量・精度）
	設　備　管　理
	＊

(VIA記載欄）

	
	
	
	点検又は検査

の個所・項目
	点検又は検査

の周期
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


[備 考]

１．書式はWord文書の形式に合わせて下さい。記載欄はそれぞれ必要な数まで作成して下さい。

２．用紙はA４の縦又は横を用いてください。＊欄は削除しないでください。

３．「主要検査(試験)設備の名称」の欄は、使用している設備のうち、製品の品質に影響を与える設備について記載してください。なお、主要検査(試験)設備が関連工場や外注企業にある場合には、それぞれの識別記号を記載してください。

４．「設備管理」の欄は、主要検査(試験)設備ごとに社内規格で規定している主要な点検又は検査の個所・項目及び周期を記載してください。なお、点検又は検査を外部に依頼している場合には、点検又は検査の個所・項目の下に括弧書きで依頼先の名称を記載してください。

５．備考等、書式の不要な部分は作成時に削除してください。

様式１０

品質管理実施状況説明書

９．品質管理体制の記述

９－６　外注管理の概要
　
	外　注　状　況
	外　注　管　理
	＊

(VIA記載欄）

	工程名又は

試験・検査項目
	外注率
	外注先

（名称及び住所）
	管理項目及び

品質特性
	管理方法及び検査方法
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


[備 考]

１．書式はWord文書の形式に合わせて下さい。記載欄はそれぞれ必要な数まで作成して下さい。

２．用紙はA４の縦又は横を用いてください。＊欄は削除しないでください。

３．当該製品の製造工程の一部について加工品質、加工条件等の仕様を示して他の業者に加工を依頼している場合及び製品の品質の試験・検査を他に依頼している場合には、その状況について記載してください。

４．「外注率」の欄は、認定に係る工場又は事業場及び外注先における当該工程の加工の合計に対する外注先における当該工程の加工の割合を記載してください。なお、試験・検査については、外注率の欄は記載する必要がありません。

５．「外注管理」の欄は、以下のように記載してください。

1)製造工程の一部を他の業者に依頼している場合

① 「管理項目及び品質特性」の欄は、その工程における管理項目（加工条件）及び品質特性（加工品質）並びにそれらの規定値を記載してください。

② 「管理方法及び検査方法」の欄は、管理項目及び品質特性に対応する管理方法及び検査方法を記載してください。

2)製品の試験・検査を他に依頼している場合

① 「管理項目及び品質特性」の欄は、試験・検査の項目を記載してください。

② 「管理方法及び検査方法」の欄は、試験・検査を依頼する周期及び資料数を記載してください。

６．備考等、書式の不要な部分は作成時に削除してください。

様式１４

品質管理実施状況説明書

９．品質管理体制の記述

　９－１０－１　過去６ヶ月の生産実績の月別データ
　９－１０－２　統計的手法の活用手順と該当製品に係るデータ
[備 考]

１．６ヶ月間、JIS規格該当品の生産実績を月別に記入してください。

２．該当製品の管理に利用されている統計データ（品質管理用、工程管理用管理図等）の作成手順の概要を記入してください。

３．具体的に作成されている統計データ（類似機種でも良い）を記入する。作成されたデータの過去３ヶ月程度を添付してください。

４．備考等、書式の不要な部分は作成時に削除してください。

様式１５

品質管理実施状況説明書

９．品質管理体制の記述

　９－１１　日本産業規格の最新版取得方法
　　
	該当するJIS規格の一覧
	最新版の取得・確認方法
	＊

（VIA記載欄）

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	


[備 考]

１．具体的に管理されているJIS規格の一覧を記入してください。

２．該当製品に係る日本産業規格（JIS）の最新版はどのように管理されているか、その概要を記入してください。

３．用紙はA４の縦又は横を用いてください。＊欄は削除しないでください。

４．備考等、書式の不要な部分は作成時に削除してください。

様式１６

品質管理実施状況説明書

１０.　品質管理責任者に関する記述

	
	品質管理責任者
	

	
	　　（ﾌﾘｶﾞﾅ）
	（姓）
	（名）
	

	
	(1) 氏　名
	
	
	

	
	（2）生年月日
	　　　　　　年　　月　　日
	

	
	（3）職　名
	（名 称）
	

	
	
	
	

	
	（4）最終学歴
	（名 称）
	

	
	
	
	

	
	（5）認証を受けようとする製品の製造に必要な技術に関する実務経験
	

	
	
	(企業名)
	

	
	
	(所属部署)
	

	
	
	(通算経験年数)       　　　年
	(期 間)
	

	
	（6）標準化及び品質管理に関する実務経験
	

	
	
	(企業名)
	

	
	
	(所属部署)
	

	
	
	(通算経験年数)       　　　年
	(期 間)
	

	
	（7）標準化及び品質管理に関する専門知識の修得状況（次のイ、ロ、ハ、ニの該当する箇所に記入すること。）
	

	
	
	イ．大学において履修
	

	
	
	
	(大学名)
	

	
	
	
	(学部・学科名)
	

	
	
	
	(卒業年)
	

	
	
	
	(履修科目名)
	

	
	
	　ロ．短期大学又は高等専門学校において履修
	

	
	
	
	(学校名)
	

	
	
	
	(学科名)
	

	
	
	
	(卒業年)
	

	
	
	
	(履修科目名)
	

	
	
	　ハ．講習会等の課程を修了
	

	
	
	
	(講習会等実施機関名)
	

	
	
	
	(受講期間)
	

	
	
	
	(講習会（コ－ス）名)
	

	
	
	　ニ．その他の方法で修得
	

	
	
	
	（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	

	
	＊（VIA記載欄）


	


[備 考]

１．書式はWord文書の形式に合わせて下さい。記載欄はそれぞれ必要な数まで作成して下さい。

２．用紙はA４の縦又は横を用いてください。＊欄は削除しないでください。

３．「（3）職名」の欄は、組織がわかる範囲で現職の具体的名称を記載してください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　▼（裏面）

４．「（4）最終学歴」の欄は、卒業した学校がわかる範囲で具体的に記載してください。

５．「（5）製造に必要な技術に関する実務経験」の欄は、資格要件に該当する直近の4年以上(目安)の経験部署を記載してください。ただし、１つの企業で4年が確保できない場合には、他企業の経験も含めて記載してください。

６．「（6）標準化及び品質管理に関する実務経験」は、資格要件に該当する直近の2年以上の経験部署を記載してください。

７．標準化及び品質管理に関する知識の証明としては、上記（7）のイ又はロにおいては、工学系の課程（理学、医学、薬学、工学、農学又はこれらに相当する課程）において品質管理に関する科目（統計学、品質管理、経営工学又は生産管理等）の履修を１科目以上で2単位以上の成績書コピーを添付する。又は、（7）のハにおいて、理解度確認の試験がある60時間以上の講習会であって、以下の内容が含まれているものの修了証のコピーを添付する。

①標準化及び品質管理に関する手法

②JISマーク表示を行う企業(組織)の品質管理責任者に必要な科目及び範囲但し、改正前の産業標準化法に基づく、ＪＩＳ表示認定制度における日本規格協会が主催した産業標準化品質管理推進責任者講習会は有効とする、なお、IQCに関するフォローアップコース(1日)の受講を推奨します。（7）のニにおいては、VIAが妥当と認められる事項を証明する記録を添付する。

８．備考等、書式の不要な部分は作成時に削除してください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


